
（別紙１） 

事  業  報  告  書 
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  古民家を移住希望の若者（以下、入居者）と一緒にシェアハウスとし

て再生し、シェアハウスを拠点に入居者が、高齢者と交流、高齢者の困

り感を解決し高齢者の生きがいづくりに寄与することを目的とする。 
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地域：男木島  対象者：高齢の島民９２名 

事

業

内
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男木島は、最盛期には 1,500 人ほどが暮らしていましたが、現在は十分

の一の 150 人にまで減少し、しかも内３分の２が高齢者の限界集落となっ

ています。 

子育て世代の移住者は、お年寄りとの交流時間を持つことが困難で、移

住者の中には、子どもが高校に入学すると同時に離島する予定の方もいる

ように聞いており、高齢化はますます進むものと思われます。 

 高齢化により年間１０人ほどの自然減で、このまま更に人口が減れば、

フェリーは減便されて、郵便局も農協購買部もなくなり食料品の調達もま

まならない、高齢者にとって一層住みづらい離島になり、道幅 1 メートル

に満たない集落の道は、草で覆われて高齢者には、歩くことさえできなく

なります。 

 人口の現状維持のためにも移住人口や関係人口が増加することが、島民

全体の願いです。 

 香川県政策部男女参画・県民活動課による昨年度(令和２年度)の事業を

きっかけに、認定NPO大阪NPOセンターとご縁をつないでいただき、男木島

の高齢化という社会課題について、今年度も継続して相談にのっていただ

いております。 

そのおかげで、今回のシェアハウス作り及び若年層の人口増をめざす事

業に取り組むことになりました。 

男木島高齢者の２つの困り感に寄り添う人材の確保を 

―シェアハウス入居者との交流を通して― 

C20-1648
タイプライターテキスト
男木島の町並み保存推進協議会みんなの輪



空き家をシェアハウスに改修しつつ、同時に大阪 NPO センターの指導を

受けながら「島の文化学習冊子」「シェアハウスづくりマニュアル」を作成

します。 

入居者は、そのマニュアルをもとに、シェアハウスで月 2 回島の文化や

習慣を学び、島民との交流をします。お年寄りの頼みごとに気軽に寄り添

える関係づくりを行います。同時に入居者は将来的に自分のシェアハウス

づくりをし、各自入居者を募っていくことで、移住・関係人口を増やすこ

とを目指します。 

私は還暦を迎えますが、高齢者から「水路を直してほしい」「雨漏りを見

てほしい」など毎週声をかけられ、素人ではありますが、喜ばれていま

す。その際、高齢者に「テレビの相手ばかりじゃさみしいよ、話しに来て

よ」と言っていただきます。 

 

 この事業では、シェアハウスを入り口として、高齢者の「自分の家の簡

単な修繕が困難」「一人暮らしのさみしさ」という困り感を解決するため、

今後も継続してコンサルでの客観的な評価、改善を繰り返しながら、お年

寄りが生き生き暮らすことができる地域づくりの一助となるように努力し

ていきます。 
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・お年寄りと入居希望者との交流（茶話会、食事会含む）について 
２０２１年 
7 月 14 日「島での生活の仕方」（ゴミの分別の仕方、リユースの実践含

む）をお年寄りから習った。 
7 月 20 日 昔の知恵を習った。（屋外での虫よけの方法など） 
7 月 23 日、24 日「石積みの技術」を習った。 
8 月「畑の準備、肥料の入れ方」、「荷造りの仕方」を習った。浜辺の清掃

交流 
２０２２年 

１２月２９日床下の点検方法、餅つき、健康づくりの野草茶 
1 月 6、8、10、15、26 日野草の食べ方、お茶 
2 月 17 日刃物の研ぎ方、３月５日干物の作り方 
 
・実施した作業について 
敷地近隣の薮の整備・ゴミ出し 

２０２１年 
7 月 13 日から 28 日のうちの 12 日間、 
12 月 29、30 日、２０２２年 1 月 6、8、10、15、26 日（有償ボランテ

ィア５日間） 
敷地の石垣修復工事と水路掃除 8 月 15 日から 19 日 

＜作業委託による工事＞ 
家の外壁工事 ２０２２年１月２２日から２８日の７日間 
天井工事２月４日から９日の６日間 
床工事２月１７日、１９日、２４日、２５日、２７日の５日間 
壁塗り工事３月５日から１０日の６日間 
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・年寄りとの交流について 
ボランティアだけでなくお年寄りの支えになってあげてほしいということ

で募集したところ 4 名の応募があり、特にお年寄りとの交流を重視してい

ることを伝えて話を進め、活動を進める中で 2 名が島への移住を決意し

た。 
１か月の活動で、１名が島内の家を買って完全移住を果たし独自の活動を

始めた。 
 
もう１名は、２か月の活動の中で、ゴミ捨てなどの手伝いやアルバイトに

呼ばれたり、島の子供たちの遊びに付き合ったり、灯台の砂浜のゴミ拾い

をしたり、耕作放棄地の草取りをしたりと精力的に島民との交流を続けて

いる。現在、自分の家を確保し修繕を始めた（借家）。 
 
１１月シェアハウスの修繕ボランティア（入居希望者）の再度募集を始

め、２人が１２月からボランティアで来島し、４月からシェアハウスでの

入居を決めている。２月から来島しボランティアに来た女性２名も入居を

検討している。 
 
まとめ 
お年寄りに寄り添う２名の移住者を作り、関係人口を１２名招いた。コロ

ナ禍で当初より活発ではないが、この事業を通してボランティアを続けて

もらう関係が続いている。２０２２年度も、シェアハウスでの生活を基盤

に島民との交流やゴミ捨てなど荷物の運搬、草抜きなどお年寄りの困り感

に寄り添いながら、家の修繕を通して島の発展に寄与していただけるもの

と考える。 
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（別紙２） 

収  支  精  算  書 
【収入】                           （単位：円） 

項  目 金  額 説  明 
補助金交付金額 739,087 円  
自己資金 95,353 円 ①＋②＋③＋④ 
 ①参加料収入   

②会費等   
③寄附金等    
④その他 95,353 円 事業費補填 16377 円、飲食材料

費 23976 円、マニュアル冊子編

集費 55000 円 
助成金等収入  ①＋②＋③＋④ 
 ①補助金収入   

②委託金収入   
③その他   

その他資金収入   
合  計 834,440 円  

 
【支出】 

項  目 金  額 説 明（使途、精算根拠等） 
旅費交通費 14,190 円 ボランティアフェリー代 1020 円

×13 回 
漆喰 310 円×3 個 

業務委託費（有償ボランテ

ィア謝礼含む） 
396,500 円 日当 16000 円×24 日 

有償ボランティア 12500 円 
材料費 322,972 円 木材・釘・畳上敷きなど 
材料費 21,802 円 土壁 
自己資金（雑費） 78,976 円 飲食材料費 23976 円、マニュア

ル冊子編集費 55000 円  
   
   
   
   
   
   
   

合  計 834,440 円  
（注）交付決定を受けた事業の収支について記入してください。 




